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湿度の周期的変動条件下での衣服素材と温熱生理及び衣服気候

女大家政　○小山育子　緑川知子　登倉尋実

　目的　これまで環境温度が変化する中で衣服素材の相違が人体生理に与える影響につい

ての研%は多くなされてきた。しかし環境の変化には温度変化だけでなく湿度の変化も含

まれる。そこで本実験において温度は一定にし、湿度を変化させ、その中で衣服素材の相

違が人体反応、特に温熟生理や衣服気候にどのような影響を及aすかを検討した。

　方法　成人女子7 名を用い3 2°Cに保たれた人工気候室内で実験を行った。被験者は室内

で安静椅座し、その間.室内の相対湿度を50％30分（I ）20分かけ70％にし（n ) 70％30

分（Ⅲ）再び20分かけ50％にし（17 ) 50％30分（Ｖ）そして再び20分かけ70％にし（VI ）

70％30分( VB ）と環境条件を変化させた。着用衣服はシャツ、上着、ズボンでウール( w)

とポリエステル（Ｅ）の２種で比較し、た。測定項目は、皮膚温8ケ所、局所発汗速度、衣

服内温湿度、衣服表面温度、体重滅少量、直腸温,着用感アンケートである。

　錨果　1 )直腸温は実験期間を通してＥ着用時に高レベルに維持され. Iの後半、n .

Ⅲの期間には危険率2 ％, 5 ％. 10%以下で有意差が生じた。2 ）平均皮膚温は実験期間

を通して大部分の時間でE 着用時に有意に高く保たれた。3 )胸部皮膚温と胸部衣服表面

温度の差は実験期間を通して大部分の時間でw 着用時に低かった。このことはdry heat ｌ

OSSがw 着用時に大きかったことを示唆する. 4 ）同レベルの発汗量を示した３人で衣服

内湿度をＶ、VI , inの期間で比較すると. Vにおけるレベル｡はＥ着用時に低いが, VI . 冒

における衣服内湿度の上昇度はＷでは30％. 37％. 41％に対してＥでは38％, 44% . 8 4％.

と明らかにＥで大きく上昇しft;。
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降下時の体温調節反応ならびに着衣行動の日周変動

女大家政　○今井一乃　録川知子　登倉尋実

　目的　ヒトの生理反応に日周リズムが存在することはすでに知られている。そこで木研

究では、室温降下降の着衣による体温調節反応が. 深部体温の上昇期である午前と下降期

である午後とで、どのように’異なるかを調べるため、実験を行った。

　‘力法　環境気件ZS℃50％R Hから60分間でlO℃50% R H に降下させる。被験者はブラジ

ャー、Ｔシャツ、シa ーツ、ショートパンツを着用し椅座位を保つ。躯幹部と末梢部とを

切り離した衣服（5枚）靴下（2枚）手袋を準備し、これらの衣服によって常に快適となるよ

うに着衣を行う場合（Self-selected condition, 以下S）と一切着衣しない場合（Forced co

nd i ti on ,以下F）の２種類の実験を行った。午前9 時と午後5 時の一0 2回、同一の実験

を繰り返した。被験者は20～2 3才の成人女子７名｡。測定項目は、皮膚温6か所、直腸温.

胸部衣服内温湿度で、加えて快適感アンケートも行った。

　範－　－室温降下時の直腸温の挙動は, S ･ Fの両条件とも午後が午前よりも降下の程

度が大きい。②直腸温の挙動をＳとＦの間で比較すると、午前には差がないが、午後はＦ

の方が大きく降下した。すなわち、衣服をSelf-selectionすることにより直腸温の降下を

防いだことを意味する。③sにおいては、最初の着衣開始時刻は同じであったが、午後の

方が* 衣と着衣の間隔が長く、最後に着衣する時間も遅れた。このことは午後の方が寒さ

を感じにくいことを意味している。


